
3 中世・近世

(1) 翌勺譴構

第 1号竪穴状遺構（第62• 63図 図版17 ロ絵）

中世の竪穴状遺構は、 D-3グリッドより 1基だけ

検出された。 9号土横と重複し、縄文時代の 6号・ 7

号• 9号住居跡を壊している。平面フ ラ゚ンは片袖型て‘‘、

規模は約2.02mX2.0lmのほぼ正方形になる。入り口

（片袖部分）から奥壁まての距離は約3.04m、遺構の

確認面からの深さは約0.75mになる。壁はほぼ垂直に

立ち上がり、下半がわずかに内傾している。

遺物は、浅鉢が1点、鉢を置くために、西壁をオー

バーハングさせたような箇所の、床面直上から上向き

の状態て出土している。13世紀末頃の常滑の鉢と思わ

れ、片口鉢の可能性もある。推定日径は29.6cm、底径

13.8cm、器高12.8cmて‘ヽ、褐色がかった灰色をしてい

る。胴下半部には鉄分が付着したような暗赤色の部分

が見られる。

第63図 1 号竪穴状遺構• 9号土塙
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1号竪穴遺構

1 黒褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 暗褐色土

6 灰黄褐色土

7 黒褐色土

8 黒褐色土

9 黒褐色土

10 黒褐色土

11 黒色土

9号土壌

1 褐灰色土

2 暗黄褐色土

3 暗黄褐色土

4 暗黄褐色土

5 灰黄褐色土

6 褐色土

耕作土による攪乱

ローム粒子混

ローム粒子少星混

炭化物粒多晨混

ローム粒子微員混

炭化物粒多量粒・ハードローム混

炭化物粒多量混

ローム粒子多量混

炭化物粒 ・ローム粒子多籠混

ローム粒子多量混

炭化物粒少最混常滑出土

ローム粒子微簸混

黒褐色土多呈混

炭化物粒子微且混

ローム粒子多最混

炭化物粒微嚢混

ローム粒子多晨混
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(2) 集合土猥

今凹、集合土墟と名付けたものは都合3箇所から検

出されている。個々の土擦同士の重複が激しく、当初

一つの遺構と考えて掘りはじめたが、解釈がつかず、

最終的に長方形の土城の集合と判断し、集合土猥とい

う名を付けた。めばしい遺物はほとんど出土していな

いが、中世陶器の小破片等が見つかったため、一応中

世以降の遺構として捉えておきたい。

第 1号集合土塀（第64図図版18)

1号集合土壊は、 E-2グリッドから検出された。

2号集合土壊と重複しており、当集合土壊ヵ浮斤しい。

南西の隅から時計回りに、長軸を北東にもつ土猥（ 1-

1、2.05mX0.95m)、それと直行する北西方向に長軸

をもつ土壊（ 1-2、2.05mX1.05m)、その北側の長

軸を北北東にもつ小型の土壊（ 1-3、1.25mX 0. 75 

m)、さらにその北側の長軸を東北東にもつ重複してい

る二つの土堀（南より 1-4、1.90m XO. 90m、 1-

5、1.55m XO. 75m)、さらに長軸を北北西にもち、東

側の大きな落ち込みと重複している土渡（ 1-6、

2.0lmX1.16m)の合計6基の土猥の集合体と考えた

ぃ。深さは 1て約20cm、2て‘約40cm、4て約50cm、5

て約35cm、6て''35cmと一定の深さをもっており、立ち

上がりも 6を除いて、ほば垂直に立ち上がる。いずれ

も覆土は比較的軟らかくローム粒子およびローム＝ブ

ロックの混入が多かった。また、覆土の中段に黒色土

が堆積しているものも多い。 6は約十数センチの浅い

落ち込みを掘り込んて、いるが、ここに堆積していた覆

土はふかふかて荒れており、遺構の一部とは考えがた

い。しかし、後述する 3号集合土壊の場合も同様の浅

い落ち込みが伴っており、何らかの遺構て‘あった可能

性も捨てがたい。

遺物は、中世陶器の小破片が数点出土しているのみ

てある。調査時に、度量衡に関係すると考えられる石

製のオモリが出土していが、一夜のうちに紛失してい

た。当遺構がどのような性格のものなのか、今後に判

断を待たなければならないと考えるのて‘‘、大変残念な

思いを込めて、あえて記しておきたい。

第 2号集合土塘（第64図図版18)

2号集合上城は、 E-2グリッドから検出された。

1号集合土壊と重複しており、当集合土渡が古い。 4

基の土横ヵ渭認、てきた。 もともと判りずらいフ゜ランの

うえ、 1号集合土壊によって壊されているため、全貌

は不明てある。南側の 2-1と2-2は、 1 -3およ

び1-4によって壊されており、深さもないため 1と

2の新旧関係は不明てある。 2-1は長軸の長さは不

明てあるが幅が約75cmぐらいの長方形の土墟になる

と考えられる。 2-2は約1.25m X 1. 20mぐらいの正

方形になると考えられる。深さは 1て‘‘約15cm~20cmに

なる。北側の 2-3と2-4は、 3が4を壊すかたち

て重複している。また 2-4は、 1 -5によって壊さ

れている。 2-3は約1.20m XO. 86mと小型の土横て‘

ある。 2-4は一辺が約1.55mぐらいの正方形になる

と考えられる。深さは 3が約20cm、4は約10cmぐらい

になる。

遺物は、中世陶器の小破片が数点出土しているのみ

てある。

第 3号集合土壊（第65図図版18)

3号集合土壊は、 D.E-2グリッドから検出され

た。 14号土壊と重複しており、当集合土撰が古い。ま

た、縄文時代の 3号1担吾跡と接している。 2基の土墟

と浅い落ち込みがヵ渭認て‘‘きた。浅い落ち込みの北壁

寄りには現代の攪乱がある。 3号集合土壊の掘り込み

は2基の土壊とも深い。 2基の土撰の新旧関係は不明

て‘、ある一定の深さまては同じ頃に埋まったと考えら

れる。覆土はいずれも軟らかく、ローム粒子やローム＝

ブロックが多く混じっている。西側の土墟①は約1.55

mX0.95mぐらいの長方形の土壊になると考えられ

る。確認面からの深さは約70cmほどて‘‘やや傾斜をもっ

て立ち上がる。東側の土墟②は約1.74mX1.38mぐら

いの長方形の土墟になると考えられる。確認面からの

深さは約109cmて、ほぱ垂直に立ち上がる。やや傾斜を

もって立ち上がる。他に比べて深いのが特徴てある。

遺物の出土はなかった。
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第64図 1号 ・2号集合土塙
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1号集合土塘 2号集合土塘

.£_ 14.20 C' 
2 1 

1 灰黄褐色土 ローム粒子混 1 黒褐色土 焼土粒・炭化物粒混

2 灰黄褐色土 ロームブロック混 2 褐灰色土 ロームブロック混

3 黒褐色土 ロームブロック少温混 3 暗黄褐色土 地山の崩落

4 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒少量混 4 灰黄褐色土

5 黒褐色土 炭化物粒・ローム粒子混

6 褐灰色土

7 灰黄褐色土 炭化物粒少量・ローム粒子多量混

8 黒褐色土 ロームプロック多蘇混

9 灰黄褐色土 ロームブロック混

10 黒褐色土

11 灰黄褐色土ハードローム混

12 褐灰色土 ハードローム混

13 黒褐色土 ハードローム混

14 灰黄褐色土 ローム粒子多且混

15 暗褐色土 ハードローム混

16 灰黄褐色土 ローム粒子混

17 暗黄褐色土 ハードローム混

18 灰黄褐色土
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第65図 3号集合土堀
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(3) 焼土土壊

第 1号焼土土堀（第66図 図版19)

1号焼土土墟は、 D-5グリッドから検出された。

41号土猥と重複しており、当焼土土墟が古い。古墳時

代前期の 2号方形周溝墓と 3号方形周溝墓の中間に位

置する。長軸を北西方向にもつ長方形の土墟て‘‘、

は円みをもつ。北西側のコーナーを41号土横に壊され

四隅

ている。遺構確認の段階て＼遺構上面は焼土に覆われ

ていた。焼土は堅く、かなり火を受けたものと思われ

る。焼土部分以外の覆土は比較的軟らかく、 ローム＝

0 0) 

゜マ
叫

ブロック等が混じっている。規模は約2.60mXl.19m

になる。確認面からの深さは中心部て‘‘も約15cmと浅

く、低い段をもって立ち上がる。立ち上がり付近の深

さは約7cmてある。また、性格不明の後世のpit数基に

よる攪乱を受けているため、床面はて‘こばこて‘あった。

なお、 B-B'のセクションラインにかかるpitには焼

土がぎっしり詰まっており、深さも約15cmと、

壊と関連するものと考えられる。このpitと重複して

いる深さ約60cmのpitに関しては、当土堀より古いこ

言

而
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1号土擦は、

44号土壊は、

45号土墟は、

褐灰色土
灰黄褐色土
暗黄褐色土
暗褐色土
暗褐色土
灰黄褐色土

悶土
黒褐色土
黒褐色土
褐灰色土
灰黄褐色土
黒褐色土
黒褐色土
暗褐色土
灰黄褐色土
暗黄褐色土
褐灰色土
黒褐色土
暗褐色土
褐色土
暗褐色土
暗褐色土
黒褐色土
暗黄褐色土
黒褐色土

炭化物粒多量混

炭化物粒多量・ローム粒子微蘊混
炭化物粒 ・ローム粒子多量混
炭化物粒多量混

炭化物粒少量混

焼土・炭化物粒 ・ローム粒子混
炭化物粒少量混

ロームプロック多量混
炭化物粒少量混

ローム粒子多量混

炭化物粒少量混
ハードローム混

焼土粒・炭化物粒多呈混

炭化物粒子多量混

炭化物少巌・ローム粒子多董混
炭化物粒微量混

砂質土

ローム粒子多量混
炭化物粒多量混
炭化物粒多蘊混

地山の崩落

炭化物粒微量混

焼土粒・炭化物粒多量混
炭化物粒微量混

ロームブロック多員混
炭化物粒微量混

2m 

とは確かて‘‘あるが、直接関連するものとは考えられな

し‘o

遺物は、近世の皿の破片 (75図ー 5)が1点出土し

ている。

土墟

第 1号・ 44号・ 45号土墟（第67図）

E•F-1 グリッドから検出された。

44号・ 45号土猥と重複しており、 1号土壊が新しい。

長軸を北西方向にもち、ほば長方形になる。規模は約

2. 75m X 1.02mになる。確認面からの深さは約25cm

て、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は比較的平らてある。

遺物の出土はない。

E•F-1 グリッド、

から検出された。

E•F-1 グリッド、

から検出された。

1号土堀の北側

1号土猥と重複しており、大半を 1

この土

号土城に壊される。長軸は北北西になると思われる。

規模は不明。確認面からの深さは約20cmて‘‘、ほぼ垂直

に立ち上がる。遺物の出土はなかった。

1号土墟の南側

1号土墟と重複しており、大半を 1
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第66図 1 号焼土土壊 •41 号土壊
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41号土壌
1 暗黄褐色士． ロームブロック多量混
2 黒褐色土 ローム粒子少量混
3 灰黄褐色土 ロームブロック多量混

焼土遺構
1 暗黄褐色土 焼土多量混
2 灰黄褐色土焼土粒少量混
3 暗黄褐色土 ボロボロの土
4 暗黄褐色土 焼土ブロック混
5 赤橙色土 焼土
6 灰黄褐色土

巳
7 暗黄褐色土 ロームブロック微量混
8 橙色土 焼土

叫 9 灰黄褐色土焼土粒多量混
10 灰黄褐色土
11 暗黄褐色土
12 灰黄褐色土

A' 

6 5 4 

2m 

号土壊に壊される。形状は、ほば正方形なると思われ、

残存部分の規模は約1.56mになる。確認面からの深さ

は約18cmて、ほぼ垂直に立ち上がる。遺物の出土はな

し‘o

第 2号土塘（第67図）

2号土擦は、 F-1グリッドから検出された。 1号

土擦の南東側にある。他の遺構との重複はない。長軸

を北東方向にもち、ほぼ長方形になると思われるが、

長軸の約三分のーは調査区外にある。規模は、幅が約

0.90mになる。確認、面からの深さは約23cmてヽ 、ほぼ垂

直に立ち上がる。遺物の出土はない。

第 3号土塀（第67図）

3号土猥は、 F-2グリッドから検出された。 2号

土城の南東側にある。他の遺構との重複はない。長軸

を北東方向にもち、ほぱ長方形になると思われるが、

長軸の約二分のーは調査区外にある。規模は、幅が約

1.03mになる。確認、面からの深さは約36cmて、ほぼ垂

直に立ち上がる。床面は比較的平らてある。遺物の出

土はない。

第 4号土城（第67図図版19)

4号土壊は、 F-3グリッドから検出された。 1号

土猥のほぱ南にある。他の遺構との重複はない。長軸

を北東方向にもち、ほば長方形になる。規模は約2.10

mX1.13mになる。確認面からの深さは約20cmて、ほ

ぼ垂直に立ち上がる。床面は平らてある。遺物の出土

はない。

第 5号土塀（第67図図版19)

5号土壊は、 E-3グリッドから検出された。ほぼ

円形て＼径は約1.80mになる。確認面からの深さは約

43cmて、ほば垂直に立ち上がる。床面は平らて‘‘ある。

遺物の出土はない。

第 9号土堀（第63図図版17)

9号土壊は、 D-2グリッドから検出された。 1号

翌勺状遺構に壊される。ほぼ円形て＼径は約1.12mに

なる。確篇忍面からの深さは約41cmて‘‘、ほぼ垂直に立ち

上がる。覆土は締まっており、ローム粒子が多く混じ

っていた。床面は平らてある。遺物の出土はない。

第13号土堀（第67図）

13号土壊は、 D-2グリッドから検出された。 3号

集合土墟の西側にある。小型て、、ほぼ円形になる。径

は約0.90mになる。確認面からの深さは約22cmて‘‘、緩

やかなカーブて立ち上がる。遺物の出土はない。
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第67図 中世・近世の土塙（I)
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灰黄褐色土
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暗褐色土
暗黄褐色土

黒色土
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焼土微量・炭化物粒 ・ローム粒子混
炭化物粒 ・ローム粒子少量混

炭化物粒微量・ロームブロック混
炭化物が敷き詰められた層
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暗黄褐色土
黒褐色土
灰黄褐色土
暗黄橙色土
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ロームブロック少量混
ローム粒子少量混

炭化物粒微量・ローム粒子多量混

A 
•一 14 .20

3号土濱

1

2

3

 

暗黄褐色土 ローム粒子少量混
黒褐色土 炭化物粒

・ローム粒子少量混

灰黄褐色土

A
 

＼人口人

．仝 14.50
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~ 14.30 A' 

4号土濱 5号土濱 l 3号土塘

1
2
3
4
5
 

黒褐色土
暗褐色土
暗褐色土
暗黄褐色土
褐色土

焼土・炭化物粒少蘊混
炭化物粒微量混
炭化物粒多量混
ロームブロック混
炭化物粒微量混

1
2
3
4
5
 

黒褐色土

黒褐色土
灰黄褐色土
暗褐色土
暗黄褐色土

炭化物粒 ・ロームブロック少量混
ロームプロック多量混
炭化物粒多量混

焼土粒・炭化物粒・ローム粒子少量混
炭化物粒微量混

1
2
3
4
 

黒褐色土
暗黄褐色土
暗褐色土
暗褐色土

炭化物粒多量混
炭化物粒多量混
焼土粒・炭化物粒少量混
炭化物粒徴量混

2m 
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第68図 中世・近世の土堀（2)

A
 

ー

£_ 14.50 A' 

1 0号土攘

1 灰黄褐色土 ロームブロック多量混

2 黒褐色土 ローム粒子微量混

3 褐灰色土 ローム粒子多量混

4 褐灰色土 焼土粒・炭化物粒

・ローム粒子少量混

／ 

A
 

1 6号土塘

SD 4 A
 

仝 14.60 A 

1 2号土攘

l 灰黄褐色土 ローム粒子多量混

2 黒褐色土 ロームブロック少量混

3 黒褐色土 ローム粒子微量混

4 暗黄褐色土 ハードローム粒子多量混

□ロ

1 7号土攘

1 黒褐色土 ローム粒子多量混 1 暗褐色土

2 褐灰色土 炭化物粒・ローム粒子多量混 2 暗褐色土

3 黒褐色土 焼土粒 ・炭化物粒少量混

4 褐色土 ロームブロック多髪混

焼土粒・ローム粒子少量混

焼土粒・炭化物粒少量

・ローム粒子多量混

3 黒褐色土 焼土粒 l 炭化物粒多量混古銭出土

4 暗黄褐色土 ロームブロック多量混

5 黒褐色土 炭化物粒微量・ローム粒子多量混

6 灰黄褐色土 ローム粒子微量混

7 褐色土 ロームブロック混

1 8号土攘

1 黒褐色土 炭化物粒・ローム粒子少量混

2 黒褐色土 炭化物粒少量・ローム粒子多量混

3 灰黄褐色土 焼土粒微量・ローム粒子多量混

— 
□lo互

•..5_ 14.50 

疇
1 4号土攘

1 黒褐色土 炭化物粒多量混

2 黒褐色土 炭化物粒・ローム粒子多量混

3 暗褐色土 焼土粒・炭化物粒少量混

ローム粒子多量混

4 暗褐色土地山の崩落

5 黒褐色土 ボロポロの土ハードローム混

6 暗褐色土 ローム粒子多量混

ーと

・人ー 14.80 

疇

2 7号土濱

1 黒褐色土

2 褐灰色土

3 黒褐色土

4 黒褐色土

5 黒褐色土

6 暗黄褐色土

A
 

□9A 

A' 

炭化物粒微量・ローム粒子多量混

炭化物粒・ローム粒子多量混

炭化物粒・ローム粒子少量混

炭化物粒微量・ローム粒子少量混

焼土粒・炭化物粒混

・ローム粒子多量混

炭化物粒少量混
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第69図 中世・近世の土壊（3)

／：口△
／
 A

 
A' 

A 15.00 

’ 
仝 15.00 竺

”
 

2 8号土凛 2 9号土塘

1
2
3
4
 

黒褐色土

黒褐色土
黒褐色土
褐色土

＼ 

A
 

~ 15.00 

炭化物粒少量・ローム粒子多量混
炭化物粒多量・ローム粒子徹量混
焼土微量・炭化物粒・ローム粒子少量混
炭化物粒微量・ローム粒子多量混

＼ 

A' 

A
 

A 15.00 

I 

1
2
3
4
 

黒褐色土
黒褐色土
暗褐色土
暗褐色土

〔 口△

A
 

炭化物粒・ローム粒子微量混
炭化物粒多量・ローム粒子微量混
炭化物粒 ・ローム粒子少量混
炭化物粒微量混

:o~ 
A 14.90 

2 

A' 

1言言

3 0号土攘 32号土壌 38号土塘

1
2
3
4
 

黒褐色土

黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土

3 1号土攘

炭化物粒・ローム粒子多量混
炭化物粒少量・ローム粒子多呈混
焼土粒・炭化物粒混・ローム粒子多量混
焼土粒 ・炭化物粒・ローム粒子混

1
2
3
4
5
6
7
 

黒褐色土
黒褐色土

黒褐色土
褐灰色土
暗褐色土
灰黄褐色土

褐色土

締まりよし
炭化物粒多羞混

炭化物粒・ローム粒子多量混
炭化物粒少量混
炭化物粒微量混
炭化物粒微量 ・ロームプロック混
炭化物粒少量混

1

2

 

黒褐色土
黒色土

ローム粒子少量混

ロームプロック混

1
2
3
4
5
 

黒褐色土
黒褐色土
暗黄褐色土
灰黄褐色土
褐色土

炭化物粒多蘊混

炭化物粒少量混
炭化物粒混・ローム粒子多量混
炭化物粒少量・ローム粒子多量混
炭化物粒少量混

2m 
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第10• 11・12号土壊（第68図）

10号土墟は、 E-1グリッドから検出された。長軸

を東北方向にもつが大半が調査区の北壁外にある。 11

号・ 12号土墟と重複し、最も新しい。土層断面から長

さは約2.80mになると思われる。確認面からの深さは

約55cmて｀、ほぱ垂直に立ち上がる。遺物の出土はな

し‘o

11号土猥は、 E-1グリッドから検出された。ほば

正方形の土擦て‘‘、 10号および12号土猥に壊される。一

辺の長さは約2.35mになると思われる。確認面からの

深さは約70cmて‘‘、だらだらと立ち上がる。覆土はふか

ふかて締まりがわるい。遺物の出土はない。

12号土壊は、 E-1グリッドから検出された。ほぼ

正方形の土壊て‘、 10号土堀に壊され、 11号土城を壊

す。土墟の大半は調査区外てあり、調査区際の長さは

約2.75mになる。確認面からの深さは約60cmて‘‘、ほぼ

垂直に立ち上がる。遺物の出土はない。

第14号土堀（第68図）

14号土壊は、 D-2グリッドから検出された。縄文

時代の 3号住居跡及び中世の 3号集合土壊と重複し、

3号集合土猥よりも新しい。ほぱ円形て‘‘径は約1.22m

になる。確認面からの深さは約22cmて‘‘、ほば垂直に立

ち上がる。遺物の出土はない。

第16号土堀（第68図）

16号土墟は、 D-3グリッドから検出された。 4号

溝と重複し、 4号溝よりも古い。ほば円形て‘‘径は約

1.22mになる。確認面からの深さは約18cmて、ほぼ垂

直に立ち上がる。遺物の出土はない。

第17号・ 18号土堀（第68図図版19)

17号土壊は、 E-3グリッドから検出された。南東

側を18号土横と接しているが、重複関係はない。プラ

ンは、ほぼ円形て径は約1.15mになる。確認面からの

深さは約45cmて‘‘、緩やかに立ち上がる。寛永通賓（第

76図2)が1点出土している。

18号土堀は、 E-3グリッドから検出された。 17号

土漿の南東にある。縄文時代の19号土墟を壊してい

る。プランは、ほぱ円形て‘‘径は約0.95mになる。確認

面からの深さは約18cmて＼緩やかに立ち上がる。遺物

の出土はない。

第27号土塘（第68図図版19)

27号土壊は、 D-3グリッドから検出された。他の

遺構との重複はない。フ゜ランは、楕円形て‘規模は約

1.50mX1.14mになる。確認面からの深さは約33cm

て、緩やかに立ち上がる。遺物の出土はない。

第28号土塘（第69図）

28号土猥は、 D-4グリッドから検出された。他の

遺構との重複はない。フ゜ランは、ほば円形て‘‘、径は約

1.10mになる。確認面からの深さは約28cmて‘‘、緩やか

な皿状に立ち上がる。遺物の出土はない。

第29号土壊（第69図図版20)

29号土猥は、 C-4グリッドから検出された。他の

遺構との重複はない。プランは楕円形て、、規模は約

1.58mX1.07mになる。確認面からの深さは約20cmと

浅＜、緩やかに立ち上がる。遺物の出土はない。

第30号・ 31号土塀（第69図）

30号土墟は、 c--3グリッドから検出された。 31号

土城と重複しており、当土擦が古い。フ゜ランは楕円形

て規模は約1.41m X 1. llmになる。確認面からの深さ

は約38cmて、緩やかに立ち上がる。床は多少てこぱこ

している。遺物の出土はない。

31号土猥も C-3グリッドから検出された。 30号土

堀を壊している。プランは、ほぱ円形て‘径は約0.95m

になる。確認面からの深さは約30cmて‘‘、緩やかに立ち

上がる。遺物の出土はない。

第32号土壊（第69図）

32号土壊は、 C-3グリッドから検出された。30号・

31号土墟の南西にある。プランは楕円形て、、規模は約

1.20mX0.80mになる。確認面からの深さは約44cm

て、緩いカーブて立ち上がる。遺物の出上はない。

第38号土壊（第69図）

38号土壊は、 D-6グリッドから検出された。 2号

方形周溝墓を壊す。プランは楕円形て、、規模は約1.00

m X0.82mになる。確福忍面からの深さは約15cmて＼皿

状に立ち上がる。遺物の出土はない。
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第70図 1号・ 2号井戸

A
 

A
 

A
 

A
 

．仝 15.20 A
 

~ 14.10 A' 

2m 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
 

黒色土
黒褐色土
黒褐色土
黒色土
黒褐色土
黒褐色土
黒色土
暗黄褐色土

灰黄褐色土

ローム粒子少員混
ロームプロック混
ローム粒子多量混
ローム粒子微籠混
ローム粒子多量混

地山の崩落

ロームブロック多量混

1
2
3
4
5
6
7
8
9
H
 

土

土

土

土

土

土

土

色
色
色
色
色
土
土
色
色
土

褐
灰
褐
褐
褐
色
色
褐
褐
色

黒
褐
黒
黒
暗
黒
黒
黒
黒
黒

ロームブロック
ローム粒子多屋混
ローム粒子微員混
地山の崩落

締まりなし
締まりよし

ロームブロック多量混
粘性有 ロームブロック多量混
粘性有 ロームブロック微量混

第41号土塘（第69図）

41号土墟は、 D-5グリッドから検出された。

焼土土墟と重複する。プランは、ほば円形て＼径は約

1号

0.85mになる。確認面からの深さは約25cmて、ほば垂

直に立ち上がる。 1号焼土土壊を壊しているが、覆土

に焼土等は混じらない。遺物の出土はなかった。

(5) 井戸跡

今回の調査て井戸跡は 2基検出された。井戸の形状

は二つとも同じてあり、ほば同時期のものと考えられ

る。出士地点も調査区の南側に寄っている。遺物が出

土していないため、厳密な時期は不明て‘ある。

りやめた。壁は直線状にまっすぐ立ち上がる。覆土に

は地山の崩落したものやローム＝ブロックが多く混じ

る。遺物の出上はなかった。

第2号井戸跡（第70図）

2号井戸は、

時代の 2号住居跡を壊し、

は、ほぼ円形て＼径は約1.12mになる。覆土の崩落が

激しいため、確認面から約120cmを掘り下げた時点て‘

調査を取りやめた。壁は直線状にまっすぐ‘立ち上がる。

覆土には地山の崩落したものやローム＝ブロックが多

く混じる。

F-5グリッドから検出された。縄文

1号溝に壊される。プラン

9層・ 10層あたりからは水が浸みだしてい

第 1号井戸跡（第70図 図版20) る。遺物の出土はなかった。

1号井戸は、 D-6グリッドの調査区南壁際から検

出された。 1号方形周溝墓と重複する。フ゜ランは、ほ

ぼ円形てゞ 、径は約1.20mになる。覆土の崩落が激しい

ため、確認面から約80cmを掘り下げた時点て‘調査を取

(6) 溝

溝は全部て‘‘9条検出された。

第 1号溝（第71図）

1号溝は、 E•F-5 グリッドから F- 4. G-4 
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第71図 1 号・ 2 号・ 3 号・ 6 号・ 7 号・ 8 号• 9号溝

―-
~ 14.50 

D＝［主 14.50

1
2
3
4
5
6
7
 

土

土

土

土

土

土

色

色

色

色

色

土

色

褐

灰

褐

褐

褐

色

褐

黒

褐

暗

黒

黒

褐

黒

A' 

B' 

耕作土

耕作土 炭化物粒多量混

炭化物粒少量混砂質土
ローム粒子多量混
炭化物粒・ローム粒子微量混

ローム粒子微量混

ローム粒子多董混

翁

A 1510A' 

疇
1

2

 

暗褐色土

褐灰色土

ローム粒子微董混

ローム粒子多量混

~15.10 ~ 

冒
1 暗褐色土 ローム粒子微量混

2 褐灰色土 ローム粒子多量混

嫡‘

三

゜
2.5 m 

F~ 

•~ 15.10 人

言 4 ゜
1
2
3
4
 

黒褐色土

暗褐色土
黒褐色土

黒色土

ローム粒子微量混

ローム粒子少量混
ローム粒子多蘊混

ロームプロック混

G~ 
矛

口

A 
ー 15.10 A

 

疇
1
2
3
4
5
6
 

黒褐色土

暗褐色土
黒褐色土
黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

耕作土

耕作土

炭化物粒少量混
炭化物粒少量 ・ローム粒子少蘊混

ローム粒子多量混

ローム粒子少負混
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第72図 4号・ 5号溝

詢

匁 ／
 

sx 4 
-~ 14.80 3,  R 19 7 互．

B 
.:::__ 14.80 

I,8 2 3 

゜
5 m 

4号溝 5号溝

1
2
3
4
5
6
7
8
9
H
 

灰黄褐色土

黒褐色土

褐灰色土

暗褐色土

灰黄褐色土

褐色土
黒褐色土

黒褐色土

褐色土

暗褐色土

ローム粒子混

炭化物粒 ・ローム粒子混

焼土粒微量混

炭化物粒・ローム粒子少籠混

炭化物粒・ローム粒子多蘊混

ロ--ムプロック
炭化物粒・ロ ーム粒子多呈混
ローム粒子少董混

ロームプロック

炭化物粒少鼠混

1
2
3
4
5
6
7
8
 

黒褐色土

黒色土

褐色土

暗褐色土

灰褐色土

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

B' 

焼土粒微量混

焼土粒少鼠混

黒色土微蘊混

焼土粒 ・炭化物粒多最混

炭化物粒少量・ローム粒子多羹混
炭化物粒多量混

炭化物粒 ・ローム粒子多最混

炭化物粒少量・ローム粒子多蘊混
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グリッドにかけて検出された。北東から南西に向かっ

て延び、 E-5グリッド内て‘、ほば90度の角度て南東

方向に曲がり、調査区外に達する。溝の幅は平均て約

lmになり、深さは約15cmになる。 2号井戸を壊して

いる。覆土は全体にふかふかしている。遺物の出土は

なかった。

第 2号溝（第71図）

2号溝はE-5グリッド内から検出された。南西方

向から北東に向かい、 E-5グリッド内て、、ほぱ90度

の角度て‘‘南東方向に曲がり、調査区外に達する。溝の

幅は平均て‘‘約 lm弱て‘‘、深さは約10c而口変て‘ある。覆

土は、 1号溝同様、全体にふかふかしている。遺物の

出土はなかった。

第 3号溝（第71図図版20)

3号溝はC-6グリッドからG-3グリッドにかけ

て、調査区の南側三分の一ぐらいの所を横走するかた

ちて南西方向から北東方向に向かい調査区外に達する。

北東部の調査区際ては、溝は三段になり、上幅も約

1.20mになる。そしてE-4グリッドあたりて徐々に

細くなり、最後のC-6グリッドては約30cm幅になり

消滅する。北東部の調査区際深さは、約50cm、南西の

溝が消滅する直前て‘は、深さ約15c而口変になる。 8号

溝を壊している。覆土は、全体にふかふかしている。

近世の陶器片が数点出土している。

第 4 号• 5号溝（第72図図版20)

4号溝は F-2グリッドから南西方向に向かい、

E-3グリッドてほば90度北西方向に向きを変え、

D - 2 グリッドて、調査区外に達する。 D-2•3 グ

リッドては、 5号溝が4号溝の西側を併走する。 4号

溝は上幅が平均 2mぐらいになり、深さも、最深部て｀‘

は約65cmほどになる。 16号土堀を壊す。覆土はふかふ

かしている。近世の陶器片が数点出土している。

5号溝は、 D-2 • 3グリッドのところて、 4号溝

の西側を併走する。 5号溝の上幅は平均約0.9mにな

り、深さは約45cmになる。 4号溝を壊す。覆土は、全

体にふかふかしている。遺物の出土はない。

第 6号溝（第71図）

6号溝はF-5グリッドて検出された。北西方向に

走る溝てある。溝幅は約 lm、深さは約10cmと浅い。

覆土は、全体にふかふかしている。遺物の出土はない。

第 7号溝（第71図）

7号溝はD-5グリッドて検出された。北西方向に

走る溝て‘‘ある。溝幅は約0.70m、深さは約20cmにな

る。覆土はよく締まっていた。遺物の出土はない。

第 8号溝（第71図）

8号溝はC-7グリッドの北西隅から北西方向に延

びc-5 • 6グリッドの境目あたりて‘‘約90度北東方向

に向きを変える。 3号溝に壊される。溝幅は約0.70

m、深さは約25cmになる。覆土はよく締まっていた。

遺物の出土はない。

第 9号溝（第71図）

9号溝はC-7グリッドから北西方向に延びC-6

グリッドて‘‘約90度南西方向に向きを変える。溝幅は約

0.90m、深さは約15cmになる。覆土はよく締まってい

た。遺物の出土はない。

(7) 中世・近世の遺物

青磁片（第73図図版37)

F-2グリッドより青磁の破片が出土している。遺

構外からの出土てあり、他の遺物との関連は不明て‘あ

る。また、高台部分の破片のみてあり、器種も不明て‘

ある。器壁は厚く、高台部分は削りだしている。釉は

2 mmほどの厚さて‘‘かけられている。 (73図のスクリント

ン部分）

第73図青磁片

グ
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第74図 中世 ・近世の遺物(I)
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第75図 中世・近世の遺物（2)
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中世・近世の遺物（第74• 75図図版37)

74図 lは常滑の片口鉢の破片てある。高台の径は

10.5cm、現存高は5.8cmになる。色調は灰褐色。播 り鉢

として使用されたものて‘、よく使われている。

2は壷の底部て‘‘ある。在地産のものて‘ある。底部径

は13.0cm、現存高は4.2cmになる。色調は明赤褐色。寄

居周辺から南比企あたりの石が混じる。 15世紀前後の

ものと考えられる。

3 ~5 • 8は須恵質の破片てある。

6 • 7は瀬戸・美濃系の揺り鉢の破片てある。胎土

は黄白色て‘‘、鉄釉がかけられている。 10は6の実測図

てあるが、陶器の割れ口を砥石として利用したものて‘‘

ある。

9は常滑の陶器の破片と思われるが、周囲を打ち欠

いて丸く加工しており、何らかのエ具かと思われる。

11は砥石てある。

第75図1• 2はかわらけの破片てある。 1は底径が

6.2cm、現存高は1.1cmになる。糸切り底てある。 2は

底径が4.8cm、現存高は1.2cmになる。

3は香立てと思われる。推定口径は7.6cm、現存高は

第76図古銭

3.3cmになる。古瀬戸と思われる。

4は皿になると思われる。推定口径は13.5cm、現存

高は2.7cmになる。志野と思われる。

5は花弁状の皿て‘‘ある。口径は13.5cm、底部径は6.8

cm、器高は3.4cmになる。瀬戸・美濃系て‘ある。 1号焼

土土墟から出土している。

6は江戸末から明治ぐらいの碗て‘‘ある。高台の径は

4.0cm、現存高は3.5cmになる。 3号溝から出土してい

る。

7は内耳土鍋て‘‘ある。推定口径は37.8cm、底部径

37. 0cm、器高は5.6cmになる。内耳の付き方から近世の

ものになると思われる。

以上、イt表的な中世及び近世の資料を取りあげたが

他にもグリッドから多数破片が出土している。

古銭（第76図図版37)

第76図1は、開通元賓てある。一部欠損していたが

文字等が判別てきる状態て出土した。 2号方形周溝墓

の覆土に落ち込んて出土している。

第76図2は、寛永通寅て‘‘ある。 17号上擦より出土して

いる。

2
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結 謹

1 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代住居跡の性格と分布状況

縄文時代の1打吾跡は拡張された住居跡も入れると全

部て‘1弾f検出された。うち 5軒は単独の住居跡て‘‘、そ

れなりの規模を持っているものが多い。ただ諸々の条

件から現在の確認面から、ある程度の深さを持って残

っていたものは、 2号住居跡と 10号住居跡のみてあ

る。ただし10号住居跡は一度拡張されているのて、 2

軒分と考えてさしつかえないてあろう。

他の 9 軒は、先にも指摘したが、 C•D-2·3 グ

リッド及びその周辺から纏まって検出された。そのう

ち、 3号・ 4号・ 5号・ 12号の各住居跡は比較的規模

が大きく、この纏まりの外周から検出されたが、残り

の 6 号・ 7 号• 8 号• 9号の各住居跡は、いずれも規

模が小さく、それぞれ重複して存在する。また、 11号

住居跡は一部分だけしか確認てきず、大半は調査区外

にあるため、断言はてきないが、まとまりの外周に存

在する住居跡の一軒てあった可能性が強い。

一定の規模を有する 5軒の住居跡は、 1号・ 2号・

13号・ 10号・ 14号の順に東側より南側を経て西側の隅

まて弧を描くように分布している。それぞれ単独の住

居跡て｀あり、時期的にも微妙な差があると考えられる。

これらの住居跡の前後関係については後に詳しく触れ

たいと思うが、 14号1主居跡が最も古く、次いて‘‘8号・

2号・ 10号住居跡、 1号住居跡の順て‘新しくなると考

えられる。なお、 1化a汚、 10'.1弟手住居跡の遺物は、覆

土中て‘混ざり合っており、炉体土器以外はどちらの住

居跡に属するものか判別が不可てあった。

2号住居跡は、はば楕円形て‘四本の柱穴は、プラッ

ク＝バンドまて‘‘しっかり掘り込まれており、中央より

やや北寄りに地床炉を持つ。壁周溝も一周し、 しっか

り掘り込まれている。入り日は南側になる。 10号住居

跡は、ほぱ円形の住居跡て、、拡張された住居跡て‘ある。

住居跡の規模を計算すると拡張前の住居面積は約

10. 86m2てあったのが、拡張後には、約20.25m叱ほば

二倍近くになっている。柱穴は 2軒とも 5本ずつ確認

されており、それぞれ壁周溝を持っている。l(Xl浪手住

居跡からは炉体土器が検出されており、炉跡は中央よ

りやや南西壁寄りに存在する。 l(Xa)号住居跡の炉跡

は、頂b汚住居跡の炉跡を避けるように、中央よりや

や南南西寄りに存在する。 l(Xa汚住居跡の炉跡の南側

には径が約40cm、深さ約30c吋呈のpitが存在し、土器

が埋設されていた可能性がある。おそらく廃棄の時点

て‘‘抜き取られたのてあろう。炉の位置及びpitの配列、

壁周溝の状態から南東方向に入り日があったと考えら

れる。 13号住居跡は、 10号住居跡のほば南東方向約10

mのところて検出された。 2号方形周溝墓に壊されて

いるため全貌は明らかてはない。確認面からの深さは

浅く、壁周溝も検出されなかったが、中央よりやや西

側寄りに、地床炉が見つかっており、柱穴も確認され

ている。 14号住居跡は調査区の北西隅の調査区際て‘‘、

住居跡の二分の一強が検出された。炉跡もちょうど半

分だけ見つかっている。出土遺物は、 10号住居跡や13

号住居跡よりも、やや古めて‘ある。 1号住居跡は調査

区の東寄り、標高も 13.8mと低いところて検出され

た。住居プランは円形と考えられるが、後世の攪乱が

激しく、約半分は住居の壁は確認て‘‘きなかった。柱穴

は壁際を一周するように巡り、炉跡は中央からやや北

寄りて‘検出された。地文が撚り糸の深鉢の胴部が、炉

体土器として使われており、その外側には無文の浅鉢

の破片が配されていた。入り口は南東側て‘ある。これ

らの一定規模を有する住居跡は、徴妙に時期がずれて

存在しており、出士遺物の内容から併存していた可能

性があるのは10号住居跡と 13号住居跡ぐらいと考え

られる。

C•D-2·3 グリッド及びその周辺の外周から検

出された 3 号・ 4 号• 5号・ 11号・ 12号の比較的規模

の大きい住居跡は、他の 6 号・ 7 号・ 8 号• 9号の小

型の住居跡を取り囲むように存在している。 3号・ 4
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号住居跡は後世の溝に壊され、 11号住居跡はその大半

が調査区外に存在するため、住居跡の構造は判然とし

ないが、 5号及び12号住居跡は 4本の柱穴と地床炉を

持つ。確認面からの深さは浅く、壁周溝も持たない。

5号住居跡の炉は住居跡のほば中央にあるが、 12号住

居跡の炉は中央よりやや北西寄りに位置する。これは

5号住居跡がほぼ円形て‘、 12号住居跡がほぼ楕円形て‘

あることと関係すると思われる。いずれの住居跡も遺

物の出土菫は少ない。

次に 6号～ 9号の小型の住居跡て‘‘あるが、いずれも

径が3mから 4m前後のほぼ円形に近い住居跡て‘‘、確

認面からの掘り込みも浅く、柱穴の本数や規格もまち

まちてある。また、 6号住居跡の場合は確認が不可能

てあったが、他の 7 号・ 8 号• 9号の各住居跡からは

炉跡は検出されていない。 8号住居跡以外は遺物の出

土量も少なく、これらの住居跡を通常の住居跡と認定

するのは無理があると思われる。しかしながら、それ

ぞれの重複関係の追跡は可能て‘‘あり、これらの中て最

も新しいと考えられる 8号住居跡からは、一定時期の

遺物が纏まって出土していることなどから、何らかの

建物跡て＂あったと思われる。また、これらの小型の建

物跡の周辺からは、遺物を伴う土擦も数基検出されて

いる。これらは、住居跡から出土する遺物と相前後す

る時期のものて‘‘あり、この周辺が一定期間、当時の人々

の生活の場て‘あり、小型の建物跡が何らかの遺構て‘‘あ

ったことは間違いないて‘あろう。なお、この地点から

出土している中期中葉の土器は、当遺跡の中ては古い

ものが多い。また、磨製石斧と磨製石斧の刃先だけの

部分も多く目に付く。

6号～ 9号の各住居跡が集中するD-2• 3グリッ

ドは、ちょうど地形の変換点際にあたり、このグリッ

ド内て‘台地が東に向かって低くなり始める。標高は

14. 60m~14. 70mぐらいてある。確認面の等高線を見

ると、この箇所に向かって東側からかなり緩やかな谷

が入っていたことがわかる。

今回の調査は、東町二丁目遺跡全体の西南側三分の

ーの、更に約四分の一ぐらいにあたる約2,200面の調

査て‘、あり、遺跡全体て‘これらの遺構の分布がどのよう，

な位置を占めるのかについては言及てきないが、表面

採集資料も含めた全体の傾向として、より北側に古手

の土器が出土するようてある。このことは、今回の調

査区の北東地点て‘上尾市教育委員会が行った確認調査

（上尾市教委 1994)の際に出土した資料からも指摘

てきる。なお、この確稲忍調査の際には遺構は検出され

ていない。

遺構外の遺物の分布状況

遺構外からは多量の縄文土器片と少量の石器などが

出土している。

当遺跡から出土した縄文土器は大半が中期中葉のも

のてあり、他に中期後葉の土器と後期中葉の土器が出

土している。

全体の傾向としては、 C•D-2·3 グリッド、 C·

D-6グリッド、 F-3グリッドなどからの出土皇が

多い。なお、今回の調査区内て‘‘は座標軸Y=-20.340

以西ては遺構の検出量、遺物の出土量が共に少ないこ

とが指摘てきる。遺物の大半は、中期中葉の土器てあ

り、これに中期後葉のもの力浮『干混じる状況といえよ

う。また、後期中葉の土器が一地点から纏まって出土

しており、今回は検出て‘きなかったが、今後、同時期

の遺構が検出される可能性も強い。上尾市史（上尾市

1992)によれば、以前にも後期中葉の土器が当遺跡よ

り表面採集されている。なお、今回の調査区内ては、

中期前葉以前の土器はほとんど見つかっていないが、

これは、当遺跡の立地する場所が市内てもより遺跡の

分布密度力噌iい地域て‘あること、当遺跡が台地の奥に

位置することによるものてあろう。

中期中葉の土器は調査区全体から見つかっているが

勝坂式土器や阿玉台式土器の比較的古手の土器はc-
3やF-3グリッドなど北寄りから多く出土する傾向

を示している。これに反し、阿玉台式て‘‘もより新しい

段階のものや加曽利E式期のものはC-6グリッドな

ど調査区の南寄りに多く出土する。また、 1以b芳住居

跡に炉体土器として使われているいわゆる中峠式（註

1)の土器に代表されるような連続「コ」字状文を持
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つ土器片は、遺構外はともかく、 10号住居跡からも全

くと言っていいほど出土していない。このことは大宮

台地に中峠式系統の土器が持ち込まれる際の状況が伺

えて大変興味深い。

中期後葉の土器は、調査区全体からわずかに出土し

ているが、どちらかといえば南東寄りに多く出土して

いるようて‘ある。

中期以外ては、先にも触れたが後期中葉加曽利B式

期の土器が出土 している。加曽利B式期の土器はc-
3グリッドと 8号住居跡の覆土から出土している。い

ずれも同一個体の破片と思われる。今回の調査ては同

時期の遺構は全く検出されなかったが、上尾市史によ

れば、同時期の破片が以前に遺跡内て‘採集されたとの

ことてあり、今後この時期の遺構が検出される可能性

があるといえる。

土器以外の遺物ては、 F-3グリッドの 1号溝の覆

土中より三角墳型土製品と思われるものが出土してい

る。胎土は脆く、欠損品て‘あるが、均等な三角柱形て‘‘

はなく、底面に対する上辺が弓状に張るタイプのもの

と考えられる。関東ての出土は珍しく、これまて‘に茨

城県下や東京都下て数点報告されているのみてある。

石器は、石鏃、打製石斧、磨製石斧、スクレイパー、

石皿、磨石などが出土している。 一

石鏃は黒曜石製のものが10号住居跡から 1点見つ

かっているのみて‘‘ある。打製石斧や磨製石斧は分布に

これといった偏りはなく、各遺構内やグリッドから出

土している。ただ、石器の出土状況て特筆すべきは磨

製石斧の刃先だけの出土が目立ったことて｀ある。また、

出土範囲は、座標軸X=-3.490以北に限られる。この

分布範囲は比較的古手の中期中葉の土器の分布と重な

る。このことが何を意味するのか興味深いが、今回は

数点だけの出土てあり、事実関係を指摘するだけにと

どめておく。

東町二丁目遺跡の中期中葉の土器

各遺構より出土した中期中葉の土器は、第77図•第

78図に示した。

第77図ー 1は、 21号土擦より単独て‘出土している。

勝坂式系の小型深鉢て‘ある。口縁部が内湾し、胴部に

は長方形の区画を持つ。胴下半部は長方形区画のため

の隆帯を利用し、 「＜」の字状に屈曲する。長方形の区

画は隆帯て｀表現され、隆帯に沿って連続爪形文が施さ

れ、その内側には沈線が施される。口縁部は無文て‘‘円

環状の突起を持ち、突起状には刻みの入った隆帯が付

けられる。

第77図ー 2• 3 • 4は8号住居跡から一括して出土

している。

2は勝坂式系終末の浅鉢て‘ある。日縁内部に稜を持

ち 「く」の字状に内湾する。両端を抱え込むような隆

帯が特徴的な土器て‘‘ある。隆帯上は沈線て‘‘施文される。

この部分しか残っていなかったが、反対側にも同様の

隆帯が付くと思われる。

3 • 4は同様の深鉢になると考えられる。 3はやや

大きめのものと小さいものとの 8個の波状に、 4は4

個の波状の深鉢になると考えられる。口縁部はやや内

湾し、頸部は括れる。胴部は撚糸文が施される。やは

り勝坂式系の深鉢になるのてあろうか。終末の土器て‘‘

ある。

第77図ー 5• 6 • 7は2号住居跡からの出士てあ

る。 2号1主居跡は出土土器の点数は多かったが、図示

てきるものが少なかった。勝坂式終末の土器、加曽利

EI式期の土器などが混在している。

5 • 6は勝坂式終末の円筒形深鉢士器て‘ある。 5は

口縁部を欠く。胴部上半に文様帯が見られ、下半部に

はRLの縄文が施される。胴上半部は刻みを持つ隆帯、

沈線、連続剌突て‘施文される。6も5同様の深鉢て‘、

口縁部が無文帯になる土器て‘ある。口唇部は平らにな

り、断面三角形になって内側に肥厚する。沈線と隆帯

て施文される。 7は波状部分だけてあり、残っている

部分は無文てある。正面の把手だけを見ると勝坂式系

の土器のように思えるが、器形からは阿玉台式系の土

器に近いように思われる。今後に課題を残す土器てあ

る。

第77図ー 8• 9は、 14号住居跡から出土している。

8 • 9は勝坂式終末の深鉢土器片て‘‘ある。 8は口縁
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第77図 東町二丁目遺跡 中期中葉の土器(I)
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第78図 東町二丁目遺跡中期中葉の土器(2)
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部が無文になる土器て‘‘、日縁部は緩やかに内湾する。

9は、 8とは別個体て‘あるが、同様の土器の頸部文様

帯にあたる。刻みを持つ隆帯て区画された内部は、縦

方向の沈線て‘施文される。 8号住居跡や 2号住居跡よ

りも先行する可能性がある。

第78図ー10• 11・12• 13 • 14 • 15 • 16は10号住居跡

からの出土てある。 10号住居跡は、住居を拡張してお

り、住居跡の深さもあったため出土土器の点数は多い。

また、 10号付項藉加の周辺からは、ほとんど土器片が見

つかっておらず、 10号住居跡が後世においてあまり攪

乱を受けていなかったことが伺える。しかし、住居内

の遺物に完形品はなく、廃棄された住居跡がどのよう

なものてあったのかを物語っている。

なお、 10の土器が拡張前の炉跡に残っていた以外は

拡張前と拡張後の土器を判別することは不可能て‘あっ

た。

10は、いわゆる中峠式とされる深鉢土器て‘ある。拡

張前の住居跡て‘‘炉体土器として使われていたものて‘あ

る。 2単位の波状突起を持つと思われるが、炉体土器

として使用するためなのか、突起の部分は壊されてか

ら埋設されたようてある。口縁部から頸部文様帯を区

画する隆帯の間は、連続する「コ」字状文と沈線によ

り装飾される。頸部文様帯には暗文状の浅い沈線が無

造作に施されている。頸部の括れから下の胴部にはR

Lの縄文が全体に施される。また、括れの部分には横

走する 2本の沈線が施されているが、この沈線は、胴

部に縄文が施された後に付けられている。この土器の

時期的な帰属については、子和清水遺跡83号住（松戸

市教育委員会1978) と花積貝塚2A号住（埼玉県遺跡

調査会1970)の中間＜｀らいの位置を考えておきたい。

11は、勝坂式終末の小型の円筒形深鉢土器て‘‘ある。

四単位の小波状になり、口縁部は無文になる。胴部上

半の文様構成は77図ー 2と同様になると考えられる。

胴下半部は無文てある。

12も勝坂式終末の小型の円筒形深鉢土器てある。ロ

縁は四単位の小波状になり、波長部から縦方向の隆帯

が、胴部文様帯を区画する隆帯の部分まて‘垂下してい

る。胴下半部にはRLの縄文が施される。胴上半部は

刻みを持つ隆帯、沈線、連続剌突等て‘施文される。

13は、円筒形深鉢土器の上半部てある。平縁て，，、ロ

唇部は平らになり、やや内側に肥厚する。沈線のみて‘‘

施文される。口縁部は無文になり、胴上半部文様帯と

の区画は二本の沈線が施される。また、胴下半部との

区画も同様の沈線が施される。上下の区画の間は、そ

れぞれ三本の沈線て‘‘四つに区画され、三叉状文や弧状

の文様が施される。勝坂式系の深鉢て‘ある。

14は、深鉢の下半部て‘‘地文にRLの縄文が施される

勝坂式系もしくは中峠式系の深鉢と考えられる。

15は有孔鍔付土器の口縁音随皮片て‘‘ある。小破片て‘あ

るが、その傾斜の度合いから、どちらかというと寸胴

タイプの土器になると思われる。

16は、半肉隆線を多用した勝坂式系土器の胴音随皮片

て、ほば円筒形になる深鉢てある。

第78図＿17• 18は、 33号土壊から出土している。

17は器面全体に撚糸文のみが施される土器てゞ、口縁

部は内湾する。胴部の形態から口縁部に突起が付くタ

イプの土器とは考えられず、平縁になると思われる。

33号土城の覆土上半部から纏まって出土している。

18を除いて、古手の土器は出土しておらず、加曽利

EI式期ぐ‘らいのものと考えられる。

18は、 17の土器片が纏まって出土した箇所よりもや

や深い箇所から出土している。焼成の良い無文の土器

て、四個の小突起を持つ小型の深鉢になると考えられ

る。勝坂系の土器と考えられる。

第78図ー19• 20 • 21は、 1号住居跡か ら出土した土

器て，，、 19・ 20は炉体土器てある。 19の外側を20の破片

が囲むような状況て出土している。 20の口縁部の形態

等から加曽利EI式末から加曽利EII式の初め頃のも

のと思われる。

19は胴音師皮片のみて‘‘、 地文に撚糸文が施される深鉢

てある。

20は無文の浅鉢て‘‘ある。口縁はやや内側に肥厚し、

稜が入る。口縁の外側には浅い幅広の沈線が巡る。

21も地文に撚糸文が施される深鉢の底部て‘ある。
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第78図ー22• 23 • 24 • 25 • 26は、阿玉台式系の深鉢

の破片て‘‘ある。 22を除き、遺構外からの出土て‘ある。

22は8号住居跡の覆土から、 23はF-3、24・25はc-
3、26はC-6グリッドからそれぞれ出土している。

26を除き、他は、調査区北側からの出土てあり、 8号

住居跡のものも含めると C-3グリッドからの出土が

目立つ。同様の土器は1994年の確認調査（上尾市教委

1994)の際にも出土している。

22は、併行する角押文て施文される平縁の土器て‘、

当遺跡の阿玉台式土器ては最も古く、阿玉台II式の古

段階の土器になると思われる。

24 • 25は口縁が波状になる土器て口隆帯に沿って施

される角押文の幅はやや広くなる。頸部の変換点に凹

みを持つ小突起が付く。阿玉台II式の新段階の土器に

なると思われる。 23も同様の時期のものてあろう。

26は大波状口縁になる深鉢の波状部て、口縁上端の

外周及び、口唇部に付けられる 「S」字状の隆帯が特

徴的な士器て‘ある。器面及び隆帯上にはLRの縄文が

施される。また波状把手の中央には小孔が穿たれる。

以上のような特徴から阿玉台IV式に位置づけられると

思われる。

まとめ

以上、縄文時代の各遺構および代表的な遺物につい

ての概観を述べてきた。これを遺構単位て考えると、

21号土猥出土の土器は、東京都の貫井遺跡2号住（小

金井市教委1978)や多摩ニュータウンNo.4鉗註が8号住

等の資料と関連しており、当遺跡ては最も古い様相を

示す。

次いて、、破片てはあるが14号住の資料がある。これ

は貰井南遺跡15号住や多摩ニュータウンNo.4磁i跡 1

号住、丘ノ上遺跡SB-5等との関連からてある。

8号1柑居跡も 2の浅鉢の文様からやはり、勝坂式の

終末の比較的古い段階に位置づけられよう

2号住と 10号住は同じような内容の土器を出土し

ているが、 10号住に比べて図示てきる土器の量が極端

に少なく、一概には結論を出せないが、住居形態の違

いなどからこの 2軒の住居跡は系統を異にするものて‘

あった可能性も強い。

10号住からは、いわゆる中峠式土器と勝坂式系土器

の終末段階の土器が纏まって出土しており、大宮台地

てもこれらの土器が伴出することが判る。また、興味

深いことに、 10号住居跡からの加曽利EI式系の土器

の出土があまり多くなかった。

第78図ー10の炉体土器は、器形的にはやや古い様相

を示すが、頸部に沈線を施す手法などからは、頸部が

無文のものより新しいと考えられる。しかし、花積貝

塚 2A号住のような頸部文様帯以下に撚糸文を施し、

地文の上から更に沈線て施文するような例よりは古い

と考えられる。したがって、子和清水83号住と花積貝

塚 2A号住の中間の位置を与えてみた。

次いて‘‘、 33号土城の全面に撚り糸が施された土器が

あげられる。器形の点て、さほど古くはならないと考え

られる。

1号住居跡は、今回の調査て‘検出された遺構て‘‘は最

も新しいものて‘ある。 19のi架鉢だけては、時期を限定

てきないが、 20の浅鉢が炉跡から一緒に出土している

ことから、この浅鉢の時期と同様に考えても差し支え

ないと考えられる。

遺構内からの出土遺物については以上てあるが、こ

のほかに阿玉台式の土器片が多少てはあるが、グリッ

ドより出土している。わずかな資料てはあるが、上記

したように時期差も捉えることがてき、当遺跡の上器

の構成を考える上て貴重な資料と言える。

註 1 中峠式土器については、従来いろいろな問題

点が指摘されているが、いわゆる中峠段階の

土器という意味て，，とりあえず「中峠式」という

名称を用いた。
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2 方形周溝墓
東町二丁目遺跡の方形周溝墓

本遺跡の 3基の方形周溝墓は芝川右岸の台地上に立

地する。河川に面する台地上といえば、各時代を通じ

て遺跡の存在する可能性が大きいところてあるが、 と

りわけ弥生時代以降、古墳時代前期にかけて水田可耕

地となるべき低湿地帯が谷部にある程度付随すること

が前提条件と考えられる。しかし本遺跡て‘‘は眼前に芝

川が南流しているとはいえ、その沿岸の低湿地帯の幅

は現在わずか50m程てあるばかりか宅地化の及んて‘

いない明治時代の陸軍迅速図上においてもほぼ同じてご

本遺跡付近を境にしてこの上流部て‘‘は水田可耕地はき

わめて少ないといわざるをえない。上尾市の遺跡分｀布

図中にも芝川上流域て‘‘は当該期の遺跡はほとんど記載

さられておらず、このような地形的条件のもとて‘‘調査

前に古墳時代前期の遺跡の存在を予測することは難し

かった。

検出された方形周溝幕は 3基て‘‘群としての範囲は南

側へ広がると見 られるものの、上述のように存立基盤

となる水田可耕地域が狭いため、群の規模は大きくな

らないことが予想される。全掘て‘きた 2基の周溝墓の

方台部の規模は第 2号墓て‘6.3mX5.5m、第 3号墓て‘‘

6.9mX5.9mて‘‘、いずれも周溝は全周する。第 1号墓

は部分的な検出だが、軸方向や北西辺長などから他の

2基と同じ規模や形態になると考えられる。また、 3 

基からは少皇ながら土器が出土しているが、第 1号墓

と第 3号墓から出土した受け口状口縁の鉢や小型丸底

土器をもって古墳時代前期の築造と考えた。

溝中土壊は第 2号墓と第 3号墓て‘‘複数基が、また第

1号墓て‘も 1基力苅御忍て‘きたが、いずれも長径2~ 3 

m程のものて‘ある。周溝内の土層観察からは溝中土墟

部分において明確な被覆土や周溝埋土への掘り込みな

どを認めることはてきなかったが、各土壊とも他の周

溝部とは異なって最下部にハードロームブロックを多

量に含む土層が存在 した。また総じて土器の出土量が

わずかだった 3基の周溝墓のうち、第 1号墓と第 2号

墓のものは溝中土横上部からの出土てあり、第 2号墓

ては壷の胴部下半から転用された鉢が正位に据え置か

れた状態だった。科学分析を実施していないため溝中

土壊が埋葬施設かどうかの言及は避けるにしても、 2 

基の周溝墓て‘‘の土器の出土状態からは溝中土墟の存在

が意識され、意図的に土器が置かれたり、土器片が振

りまかれたりした可能性を指摘しておきたい。

以上が本遺跡の方形周溝墓が具備する要素て‘あるが、

次に大宮台地における方形周溝墓と集落の概要をのベ

て本遺跡の位置付けを試みてみたい。

大宮台地の方形周溝墓の推移

大宮台地は埼玉県東半の平野部に島状に存在する。

秩父山地へと続く東松山・入間・武蔵野などの各台地

とは荒川流域の沖積地によって大きく切り離されてい

るが、大宮台地東側には綾瀬川や元荒川を隔てて蓮

田・岩槻・白岡・慈恩寺の各台地が近接している。し

かし、これら東側の台地ては実態の明らかな方形周溝

墓がほとんど無いため、西側の荒川、東側の綾瀬川・

元荒川によって完結した地形となる大宮台地について

方形周溝墓の推移を概観してみることにする。

大宮台地ては20か所以上の遺跡て‘‘方形周溝墓の存

在力濯卸忍されている。これらを時期こ｀とに分けて分布

を示したものが第79図て‘ある。

• I期（弥生時代中期前半） ：須和田期の方形周溝墓て‘‘

行田市小敷田遺跡て‘‘検出された四隅切れの周溝形態の

ものが著名だが、元荒川水系に属する岩槻市諏訪山遺

跡てその可能性のある溝が検出されている以外に知ら

れておらず、大宮台地上ては確認されていない。

• II期（弥生時代中期後半） ：宮ノ台期のものて大宮台

地最南端の川口市小谷場台遺跡、浦和市明花向遺跡て‘

検出されているが、いずれも四隅切れの周溝形態のも

のて‘‘ある。

・III期（弥生時代後期） ：弥生町期および吉ケ谷期のも

のて‘‘この時期の大宮台地南半に分布する周溝墓はすべ

て弥生町式土器の分布圏にオーバーラップする。周溝

墓の形態は浦和市北宿遺跡のように一部て‘‘四隅切れの

ものが見られるが、主流は四隅切れてはない形態のも
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第79図 大宮大地の方形周溝墓分布

10km 

のとなるようてある。

• IV期（弥生時代後期末～古墳時代前期初頭） ：壷や甕

に弥生時代後期の土器の特色を残しながらも高坪や小

型器台などが参入し、一方て‘‘土師器としては小型丸底

土器定着以前の段階て｀ある。前時期に比べると周溝墓

は台地南半て‘‘は大幅に減少し、反対に台地北半に分布

が増加する。この時期には四隅切れの周溝形態のもの

はなくなる。坂戸市入西遺跡群の広面遺跡・中耕遺跡

などては同じ時期に四隅切れのものが併存し、鴻巣市

登戸新田遺跡て‘‘は吉ケ谷式土器系統の壷が出土してい

るが、四隅切れの周溝形態て‘‘はない。

・V期（古墳時代前期） ：小型丸底土器定着以降の段階

てある。弥生時代のII• III期の分布と対比させると状

況は一変 し、台地南半てはきわめて少なく、 一方北半

ては数は多 くはないが相対的に分布の中心が移動して

いるように見える。東町二丁目遺跡の方形周溝墓はこ

の時期に属する。

大宮台地における方形周溝墓の造営基盤

①台地側縁部

大宮台地における II期とIII期の土器様相は南関東的

てあり、宮ノ台式土器から弥生町式土器をもち谷水田

を経営する集団が占有する台地南半部に方形周溝墓が

造営されたといえる。したがってII• III期の集落の少

ない台地北半てはこの時期の周溝墓もまたきわめて少

ない。南の東京湾岸地域と連携はあったものの入間川、

市野川や元荒川などを遡上して北半部への進出はほと

んどなかったかの感がある。

これに対して、弥生時代の地域性ヵ渭iまりさらに払

拭されていく IV・ V期には大宮台地上の分布は逆転し

ていく 。集落や方形周溝墓が南半部て‘減少する原因に

は言及てきないが、北半部て顕在化する背景には技術

的に水田開発が進んだと同時に、河川を利用した交通

との関連が考えられる。IV期の段階ては外来系土器お

よびその影響下にある土器の混在が目立ち、台地西綽
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第80図 芝川流域の遺跡分布
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ては上尾市畦吉遺跡、北本市八重塚遺跡、鴻巣市赤台

遺跡、同市馬室小校庭遺跡、同市下閻遺跡などて東海

系のパレス壷、パレス文小型高坪、多条沈線文高坪、

S字状日縁台付甕などが出土している。一方、台地東

側ては綾瀬川を隔てた岩槻・蓮田台地になるが岩槻市

平林寺遺跡や蓮田市馬込大原遺跡・同市ささら遺跡な

どて叩き調整甕や手焙形土器、さらに東海系・近江系

の土器が出土している。これらは東京湾岸地域から河

川を利用した交通によってもたらされ、その傾向はV

期にも継続されていく。台地西側の方に分布が集中気

味なのは弥生時代から集落や造墓活動の活発だった比

企地域とつながっているからと考えることもてきるが、

もっと視野を広げると台地の東側とともに東京湾岸地

域と毛野地域とを結ぶ交通路にあたっていたと見るこ

とがてき、新たな水田経営に加えてそのような性格を

もつ集団によって方形周溝墓が造営されたと考えられ

る。

②芝川流域

以上のような台地の東西両側縁部が開かれた地形的

状況なのに対して、東町二丁目遺跡の周溝墓群力涌iす

る芝川の流域は台地が開析されて狭長な谷となり、地

形的に完結している。大宮市東大宮付近より下流域て‘

は幅500mから900mほどの低湿地帯力屯哀、支谷も合

わせて安定した水田可耕地となっている。

この地域ての方形周溝墓の検出例は必ずしも多くは

ないが、 II期からV期にかけての集落が大宮台地て‘‘は

もっとも集中する地域て‘もあり、今後増加していく可

能性も大きい。 II期の大宮市御蔵山中遺跡と大宮A-

16亭、II慎月の浦和市北宿遺跡と馬場北遺跡はいずれ

も蒻勺豪集落て‘‘あり、 IV期の大宮市鎌倉公園遺跡ては多

数のパレス文小型高坪や多条沈線文高坪などが出土し

ていることなどから、むしろ先進地域として外来要索

も流入し、順調な発展をとげていたと見られる。また、

V期の大宮市南中丸下高井遺跡や上尾市三番耕地遺跡

からはS字状口縁台付甕も出土しており、この土器が

集中する台地南側の草加市や戸田市の低地帯との交流

があったことがうかがえる。しかし、芝川流域の様相

が側縁部のそれと決定的に違うのは上流部て‘‘水田可耕

地が減少、消滅するのと同時に谷筋も閉塞して河川交

通の要をなさない点や耕地の拡張に限界がある点など

にあり、この違いはV期以降の古墳時代の集落に顕著

なものが少ないことや古墳の存在も知られていないと

いう実態に如実にあらわれている。

このような状況下て‘‘、芝川最上流部に位置する東町

二丁目遺跡は、墓域に対応する集落が確認されていな

いものの、水田可耕地を求めて分村を繰り返した結果

の最奥部て‘の終末的な姿て‘あると考えておきたい。
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埼さいた玉ま県けん上あげ尾お市し 4 
152 35゚59'06" 139゚36'28" 19950401~ 2,200 住宅建設

いせき 望まちょうにちょうめ
遺跡 町二丁目 19950630 

1538-1ば番ん地ち

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

東町二丁目 集落跡 縄文時代中期 竪穴住居跡 14 縄文土器・石器

集石土堀 1 焼石

土猥 16 縄文土器・石器

古墳時代前期 方形周溝墓 3 土師器

中世 竪穴状遺構 1 中世陶器

集合土猥 3 おもり

焼土土猥 1 

土堀 22 

井戸跡 2 

溝 ， 青磁破片 ・砥石



埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第186集

上尾市

東町二丁目遺躊

県営上尾東町団地関係埋蔵文化財発掘調査報告

平成 9年 3月14日 印刷

平成 9年 3月24日 発行

発行／財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

〒369-01 大里郡大里村大字箕輪字船木884

電話 0493-39-3955 

印刷／昧太陽美術


	埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第186集　東町二丁目遺跡　県営住宅上尾東町団地関係 
埋蔵文化財発掘調査報告（1997）2
	IV 遺構と遺物
	3 中世・近世
	(1) 竪穴状遺構
	(2) 集合土壙


	Ⅴ結語
	1 縄文時代の遺構と遺物
	2 方形周溝墓

	写真図版
	報告書抄録
	奥付



